
◇洪水の力を調べる流水実験

川原で採取した礫を用いた流水実験によって，洪水発生時の河川の流水の力の大きさについ

て実感を伴った理解をさせる。

① 川原の野外観察において，大きめの石（礫）を採取する。

② 採取したの石を地面に置き，上図のように，大型のプラスチック板の樋を壁に立てかけた装

置（名称“流石くん”）に，バケツで水を流す。
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③ どのくらいの勢いで水を流せばどのくらいの大きさの石が動くのかを調べ，洪水時の流水の

エネルギーを実感を持って理解させる。

小さな石から順に実験を行い，「じゃぁ，この一番大きな石は動くかな？」など，生徒が十

分に頭の中でイメージしながら，わくわく感を持たせながら行うことがコツです。事前にかあ

ら学習を行っておくか，それができなければ地域の河原の写真を撮影し，それを見せてから行

うと効果的である。

※というより，それをやらないとあまり意味がないかも・・・。
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